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平成２３年　９月　２１日(水)　　　司会：木村　裕美　　　記録：大谷地　寛子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞
· 9/21（水）午後～9/23（金）まで上野SGM不在
· 9/22（木）午後～9/23（金）まで菅原AOM不在（決済事項は小嶋JGMへ）
· 9/21（水）16：00～種本サハ様のケース検討会議は中止。
· 9/23（金）16：00～沢田三朗様（北病棟入院患者様）の退院療養検討会開催（担当：高森）

· 9/27（火）、30（金）看護グループ内研修「SST」開催。出欠入力の事。

· 10/7（金）東北メディカル学院生による1日見学予定。（武田瑞紀、福井郁）

· 10/8（土）若年性認知症サロン予定

＜利用者様情報＞

· 山田　健次様～膝痛が著明でデイケアへの通所に支障をきたす事があり、介護保険サービス

の利用について勧めるよう担当医から指示がある。申請にあたり青明舎が介

入していく予定。

· 我満奈津紀様～今朝から禁煙に向けチャンピックスを服用し始めたが、眠気と倦怠感があり

本日はデイケアを欠席している。9/26は娘様が代休にて付き添う事、9/28は

禁煙外来の為欠席すると報告される。

· 森田　清助様～二週間前から禁煙外来での服薬をしており、眩暈にて立っていられないと話

される。来週より更に増薬予定であり、不調がある際には早目に受診をする

よう促している。降圧剤を服用中であり血圧低値がみられる為、自宅でも血

圧測定をするよう促している。

· 繁名　和恵様～本日、定時連絡なくデイケア側から連絡をしている。幻聴があり休んでいた

との事。昼食の注文を希望し、その後に来所できている。

· 板橋　利美様～自身の参加するプログラムに対し、「参加人数が多くて嫌だ。」と訴えある。

今後グループ調整の予定がある事を伝えている。

· 倉石ヨシエ様～昨日、スタッフ帰宅時に一緒に帰ろうとして荷物を持ち、強行的に玄関へ向

かっている。理由を問うが表情硬く「帰らねばならない。」としか話さない。

関係機関に情報提供し少し早めに帰宅されている。本日、本人様へ昨日の件

について確認すると、「神様が自分の事を殺すって。怖くて。」と話される。

本日はそのような幻聴はないとの事で、今後あった際にはスタッフへ相談す

るよう伝えている。

· 種本　サハ様～採血結果ＨｂＡ1ｃ5.8％と上昇傾向である事について面談を実施。帰宅後に

夕食摂取しているが、その後再び空腹感があり、そうめんなどの炭水化物を

摂取しているとの事。また、グループホーム内のメンバー間で喧嘩をし、そ

の事もストレスとなり食べてスッキリしていると話される。炭水化物は血糖

値を上げやすい為、果物や豆腐などに変更するよう説明している。

· 八木橋牧雄様～青明舎より本人が飲酒し、アパート隣人宅へ酔った状態で侵入したとの情報

があり、本人に確認すると認めているが記憶に無いとの事。近所の飲み屋に

行ったとの事で「まるで昔のようだ」と入院前の自分と重ねており、「一滴で

も飲めばもう（酒を）止められない」と涙を浮かべて話している。現在、AA

に行っていない事を指摘し、断酒の為の柱を増やす為にもAAに参加するよう

にアドバイスしている。抗酒剤については「今の状態だと飲酒してしまうだ

ろうから、具合が悪くなるのが目に見える」と抗酒剤を服用する事に迷って

いる様子。抗酒剤については自分自身でよく考えるよう伝えている。
＜外来情報＞

· 大久保康弘様～1時間に2～3回の幻聴があるが、先週のようなリアルな感じはなく生活にも

支障はないとの事。睡眠も取れるようになったと報告されている。

· 本多　富美様～飲酒はしない事、デイケア・幸房に通うこと等指導あり。次回、飲酒により

問題を起こした場合には入院となる事を強めに説明している。

· 八木橋牧雄様～隣人宅に酔った状態で侵入した事は記憶に無いと話されている。飲酒はしな

いよう指導あり、本人の年金がうつ病の診断で申請されているが、アルコールにより問題を起こすと年金も難しくなってくる事を説明している。抗酒剤の服用を勧めているが本人が拒否している。

· 淡路智恵子様～担当医より体重を減らすよう指導あり。

· 鈴木　茂子様～担当医から人の物を盗らないよう指導受けている。

· 川口　尚良様～眩暈を訴えているが、内服の変更は無く様子観察としている。

＜勉強会＞

「くすりの副作用について～抗精神病薬を中心に～」　　　担当：診療Ｇ薬局：黒沢雅広先生
1）抗精神病薬を使うと高い確率で副作用がでる
2）副作用が酷すぎると、服薬の中断につながる
3）抗精神病作用と副作用は常に天秤にかけて適切な治療用量
　　の調節をする必要がある
4）患者に副作用を我慢させてはいけません
5）副作用を我慢しなくても良いような治療量をみつけることが重要
6）私たちに出来ることは、それが「副作用」であることを理解する事
7）患者も副作用を理解して、きちんとスタッフに伝える
8）医師はそれに応じて、適切な処方調整を実施する
9）上記6）、7）、8）のリンクが大切
10）重篤な副作用は稀だけど、起きたら速やかな対応が重要です

※　詳細資料については、デイケア「カンファ記録フォルダ」を参照の事。





























































































